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3)外困による DOAの問確点

言ご与I I;一: .:Ir.:.I;:.'I ､･:

1991年10月1日から93年9月30日までの2年間に当

院で政一-､た救急患者のうち外因による症例を検討 した.

この間の外国による DOAは13例で全例死亡 した.

外因が直接原田となった死亡例は34例で,入院時の状態

はDOA13例 (38.3,Oil)の他.シ;lりク12.脳へ′しこ

丁9例であった.外因分煩では交通事故が最も多く34例

中20例 (58.8%).次いで労災事故5.誤噂による窒息

3. 自殺3.転倒2,溺水1例であった.交通事故20例

のうち他損事故は14例 (709,6~)で歩行中の受傷 7 (平均

年齢74.6歳),自転車走行中3(同76.3歳),バイウ運

転中2例 (同73.0歳)などいわゆる交通弱者に多いこ

とが注目される.交通事故死20例の直接死亡原閃となっ

た損傷部位は脳6(30,9,6),腹部臓器4,多発骨折+脂

部族器損傷3,多発骨折2,肺 ･心3.頚髄 l例であ-,

たが15例 (75%)は脳外科医が担当した.現場で蘇生さ

れた後救急室に搬入された2f札 すなわち餅を誤嘩 した

78歳の高齢者と川で溺水 した2歳の幼児はそれぞれ救急

隊虞,父親により事故後直ちに蘇生術が施され後遺症な

く回復 した.いずれも発見時心肺塵能停止状態と考えら

れた症例である.
単一あるいは多臓器損傷の結果としてCT)DOAはす

なわち死亡であi)全く希望はないと考えられる. 一方聾

息や潜水など幾道閉塞という単純な機序をこよる心肺機能

停1.L状態は早い時針 ごあれば可逆性の.仮死状態でLf,ら

ことが多いと思われる.迅速か一一.L,適切な処置により滴足

な状態に回復させうる対象であり.その意味でプレホス

ピタ′レJT-'rの豪華性を強調 したい.

4)DOA患者 と心肺蘇生法

羽柴 道 東 (舘 県立吉田病院)
救急隊の業務が拡大され (救急救命士 :平成3年).

① 除細動器の使用 ② 静脈路の確保と薬剤の投与 ③

ラリツゲアルマスタなどを使用 しての気道の確保,など

が盛 り込まれた.学校教育 (高等学校)のカリキュラム

従来頻属されてきた薬剤が再評価され予塩化か ♭シウふ

ぼ限定された適応のみ,重炭酸ナ トリウムは適切に行わ
れた後に考慮する,などが明らかとなっている.エビネ

7り./(.土大量投与が検討されてし､る.これ上､)の薬剤の投

与ル一･一卜も末梢静脈や中心静脈に加え,一部の薬剤は挿

管チ:i-ブ内-の投与や骨組針の使用も有用といわれる.

気道確保の手段として気管内挿管に加え,食道閉鎖式エ

アウェイ,ダブルルーメンチュ…プ,ラリンゲアルマ呆

IJ在と:が検討されている,心て､tlサージCPR時の大

動脈圧を高めるActiveCompression-Decompression

などのいくつかの手技の有用性が評価さflつつある.CPR

の普及や救急隊の充実,ALSの進歩が噛ふ合った時.

欧米諸国に較べ,低い我が国の DOA患者の社会復帰

率 (1988年1296は.大きく改善されると期待さIILる.

51DOA患者 とプ レホ こくビヤ′レ･ナ了に
ついて

丸山 茂樹 仁上越市南消防署11

DOA患者に対するプレホスビ乍/Lケ--ン'たして現在cT)

生法であるがさ事故現場 の 状 況 や 傷 病 者 の状態を考慮す

ると,救急救命士としての観点からは決 して充分をこ効果

のある内容とは思えないところである.

心肺機能静止状感の患者に対する処鰹としては凝優先

で呼吸 書館環の管理が必要であるが,現在行われている

呼吸管裡方法としてL7)頭部後屈 ･下顎挙上法等の用手気

道確保や経口･経鼻エアウェイを開いた気道磯風 及び

JL;･ソナー{ス')法等の加圧人1二呼吸法では,交通外傷時L')

顔面損傷やロ咽頭内の太盈出血予大量畷吐物等がみられ

る場合をこたとえ頻回の吸引処置を行ったとしてもその効

果は十分をこ期待できないところである.問題解決として

はより確実な方法が済いられるべきであり,ラリンゲア

IL-pJス''等に代表される器具を用いた方法が大し､に斯持

されるところである,

また,循環状感の管理としてほ現在胸骨圧迫心マッサ-

ジが行われているが,走行中の救急車内ではその正確な

手技の実施は不可能とも思える.より確実な方法として

寮の使周が求められるところである.

最後をここれらの処置を行うにあたって,やはり相応の

医学知識や技術が必要条件と思われるが ｢全ての救急隊

農が救急救命士｣という理想の実現に向けてよろしくお

餅いするものであります.


